
 

 

【目標とする「歩くまち・京都」の未来のイメージ】 

 

未来の京都のまちを空から眺めると，クルマで溢れた以前のような道路の姿はありませ

ん。 

クルマの渋滞がなくなり，バスなどの公共交通がスムーズに走行している様子が伺えま

す。さらに，緑の絨毯の上を走るＬＲＴや，お洒落なＢＲＴなど新たな公共交通軸の姿  

がそこにあります。 

そして，まちなかの道では人と人がふれあい，賑わいと活気に満ちています。 

清々しく今よりずっと澄んだ空気が未来の京都のまちを包んでいます。 

まちの様子をもう少しクローズアップして見ますと，バス，地下鉄，ＬＲＴなどの公共

交通は，どこでも共通で使えるＩＣカードの活用によってスムーズな乗り継ぎが可能に 

なり，駅やバスターミナルでは多くの人が行き交っています。 

さらに，バス停や駅の施設は，ユニバーサルデザインが一層進み，ベビーカーを押すお

母さんや高齢者の方，障害のある方の姿も多く見かけられます。 

また，バスは，ダイヤの改善や専用・優先レーンの拡充・徹底などのバス走行環境の改

善により，利用する人がずいぶん多くなっています。 

一方，道路は，歩行者，公共交通，自転車，クルマそれぞれの特性に応じた道路ネッ   

トワークが再構築されています。 

トランジットモール化され，歩行者を最優先とする道路では，歩道拡幅や緑化が進み，

休憩スペースやベンチなどでくつろいでいる人たちや，快適な歩行空間をそぞろ歩きす 

る人たち，まちを行き交う市民，観光客，来訪者の歩く人たちの活気が伺えます。そし  

て，歩行者を最優先とする道づくりは，歩くことで発見できる京都のまちの魅力を更に 

引き立てています。 

歩行者とクルマの中間的な速度での移動が可能な自転車には，歩行者とクルマとは分離

された走行環境が整えられ，環境に負荷をかけない都市内のスムーズな移動を可能にし 

ています。 

さらに，交通行動スタイルを見直す市民の皆様と一体となった取組が定着し，過度な 

クルマ利用を控え，歩くこと，公共交通等を利用することを中心としたライフスタイルに

より「歩くまち・京都」の実現を支えています。 
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